
 

は じ め に 

 

 本書は、「日本における集合住宅の普及過程  産業革命期から高度成長期まで」

（日本住宅総合センター、1997年）の続編であり、高度成長期以降から今日までの

集合住宅計画の変遷をまとめたものである。 

 1973年のオイルショックを契機として、日本は高度成長期から安定成長期へと転

換した。住宅についても、同年の住宅統計調査によって全国の都道府県で住宅不足

が解消されたことが確認された。これらの状況は集合住宅にも大きな影響を与え、

ひと頃の建てさえすればよいという風潮は弱まり、人々の生活に合わせてていねい

に計画することが重視されるようになった。つまり、「量から質への転換」が始まっ

たのである。ある意味では、欧米の集合住宅を導入しようとした「普及過程」が終

わり、日本独自の発展を重視する「定着過程」に入ったということができる。 

 そこでは、普及過程における公共主導の大量供給が見直され、質を重視した集合

住宅計画が求められた。例えば、広い面積や耐久性の確保、気候風土へのきめ細か

い対応、多様な居住者への対応、省資源や省エネルギーへの配慮、将来の維持管理

や建替え問題への取り組み、街並み形成への配慮など、高度成長期までは等閑視さ

れていた課題が取り上げられるようになった。 

 その後は、バブル経済の発生によって、住宅価格の暴騰など一時的に異常な状態

が発生するが、1990年代になると集合住宅はさらに定着し、都市住宅の主役となる

段階を迎えた。言いかえれば、都市住民の理想が庭付き一戸建てではなく、集合住

宅でありうる時代が始まったのである。これに伴い、永住型住宅としての質を求め

る動きも活発になり、それは今日に続いている。 

 以上のような集合住宅計画の変遷を整理することは、今後の集合住宅計画のあり

方を考えるための基礎資料になる。さらに、本書第Ⅱ部では、定着過程を説明する

ために「フィードバック理論」を検討している。前報告で紹介した普及過程を規定

する「トリックルダウン理論」とあわせれば、非西欧諸国における集合住宅の普及

事業を考えるうえでも参考になると思われる。 

 本書は、図や写真を多く用いてわかりやすくまとめることを意図している。気楽

にご活用いただければ幸いである。 

 平成12年９月 

財団法人 日本住宅総合センター 
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